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ベンダと放射線科医がタッグを組んで
読影フローの最適化と負担軽減目指し
高機能PACSビューアーの開発を推進
北多摩西部医療圏唯一の三次救急医療機関として地域医療を支える国立病院機構 災害医療センター。
2019年度の救急車搬送件数は東京都内第 3 位で、その救急患者数は 9,000 例に及ぶという。
同センターでは、2018 年4月にPACSの更新を行い、国内ベンダ製のシステムの導入を果たした。
放射線科、中央放射線部のスタッフの要望をふんだんに取り入れたシステムのカスタマイズは、
検査の安全性を担保しつつ、放射線診療の効率化ならびに読影業務の質的向上と負担軽減を実現した。
医用画像情報システムに対する考え方や展望を、放射線診断科の森本医長、一ノ瀬医長らに聞いた。
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C O V E R
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画
像
診
断
お
よ
び
Ｉ
Ｖ
Ｒ
を
中
心
に
業
務
に
精

励
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
救
急
領
域
の
画
像
診
断
お
よ
び
Ｉ
Ｖ
Ｒ

に
は
、
放
射
線
科
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
Ｉ
Ｖ
Ｒ
と
し
て
は
、
外
傷
に
伴
う

骨
盤
損
傷
や
他
の
臓
器
損
傷
に
対
す
る
緊
急
の

止
血
術
や
肝
細
胞
癌
に
対
す
る
Ｔ
Ａ
Ｃ
Ｅ
、
胃

静
脈
瘤
に
対
す
る
Ｂ
Ｒ
Ｔ
Ｏ
や
消
化
管
出
血
、

喀
血
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
血
管
系
Ｉ
Ｖ

Ｒ
、
ま
た
、
そ
れ
ら
に
加
え
、
胆
管
炎
に
対
す

る
Ｐ
Ｔ
Ｃ
Ｄ
や
膿
瘍
ド
レ
ナ
ー
ジ
な
ど
の
非
血

管
系
Ｉ
Ｖ
Ｒ
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

読
影
件
数
は
、
診
療
科
独
自
で
読
影
を
お
願

い
し
て
い
る
脳
神
経
外
科
と
整
形
外
科
等
を
除

き
、
Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
を
中
心
に
１
日
１
０
０
件

程
度
で
す
。
Ｉ
Ｖ
Ｒ
は
１
日
１
、２
件
程
度
で
す
。

―
―
２
０
１
８
年
に
実
施
し
た
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
更
新

の
経
緯
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
の
更
新
に
つ
い
て
は
、
各
種
シ
ス
テ

ム
を
比
較
検
討
し
、
最
終
的
に
Ｐ
Ｓ
Ｐ
社
製
の

「EV
 Insite net

（
イ
ー
ヴ
イ 

イ
ン
サ
イ
ト 

ネ
ッ

ト
）」
に
決
定
し
ま
し
た
。
同
シ
ス
テ
ム
を
選
択

し
た
決
め
手
は
、
私
が
前
職
の
弘
前
大
学
医
学

部
附
属
病
院
で
同
社
製
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
を
使
用
し
て

き
て
お
り
使
い
慣
れ
て
い
た
と
い
う
点
と
、
同

社
が
、日
々
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
を
使
用
す
る
上
で
必
須
の

シ
ス
テ
ム
の
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
に
迅
速
に
対
応
し
て

く
れ
る
国
内
ベ
ン
ダ
で
あ
っ
た
と
い
う
点
で
す
。

　

従
前
シ
ス
テ
ム
の
ベ
ン
ダ
は
、
例
外
も
あ
る

と
は
思
い
ま
す
が
、
外
資
系
企
業
だ
っ
た
こ
と

で
、
な
か
な
か
当
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
シ
ス
テ
ム
改

善
要
望
を
受
け
入
れ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
弘
前
大
学
時
代
に
、
Ｐ
Ｓ
Ｐ
社
の
改

善
要
望
へ
の
迅
速
な
対
応
を
目
の
当
た
り
に
し

て
い
た
こ
と
で
、
当
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
も
病
院

え
て
お
り
、
た
い
へ
ん
有
用
性
の
高
い
機
能
で

あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

―
―
他
に
、
ど
の
よ
う
な
機
能
を
評
価
さ
れ
て

い
ま
す
か
。

　

読
影
優
先
度
を
表
示
し
て
く
れ
る
機
能
も
、

読
影
業
務
の
効
率
化
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　

検
査
に
よ
っ
て
読
影
す
べ
き
画
像
が
多
数
発

生
す
る
中
で
、
至
急
読
影
レ
ポ
ー
ト
が
求
め
ら

れ
る
症
例
と
、と
り
あ
え
ず
検
査
日
中
に
レ
ポ
ー

ト
を
求
め
ら
れ
る
症
例
な
ど
、
重
要
度
や
緊
急

度
に
違
い
が
生
じ
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
す
。

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
検
査
オ
ー
ダ
ー
時
に
、
検

査
の
緊
急
度
な
ど
を
事
前
に
条
件
設
定
し
て
お

く
こ
と
で
、
読
影
優
先
度
を
最
も
緊
急
性
の
高

い
レ
ベ
ル
１
か
ら
他
の
診
療
科
で
読
影
す
る
レ

ベ
ル
９
ま
で
分
け
て
お
り
、
読
影
業
務
の
効
率

化
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
レ
ポ
ー
ト
画
面
上
か
ら
Ｈ
Ｉ
Ｓ
や
病

理
等
の
診
療
・
検
査
デ
ー
タ
を
１
ク
リ
ッ
ク
で

呼
び
出
す
こ
と
が
で
き
る
点
も
、
レ
ポ
ー
ト
の

質
向
上
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

―
―
今
後
の
シ
ス
テ
ム
の
展
望
に
つ
い
て
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

　

現
在
、
放
射
線
科
の
検
査
件
数
は
右
肩
上
が

り
の
状
況
で
す
。
当
セ
ン
タ
ー
の
放
射
線
科
医

は
、
大
学
の
医
局
か
ら
派
遣
さ
れ
る
の
で
は
な

く
、
自
身
の
意
志
で
当
セ
ン
タ
ー
に
勤
務
し
て

く
れ
て
い
ま
す
の
で
、
少
な
い
人
数
で
も
働
き

や
す
い
職
場
、“
辞
め
た
い
”
と
思
わ
せ
な
い
職

場
づ
く
り
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
高

機
能
な
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
や
レ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ

て
、
ス
タ
ッ
フ
の
業
務
負
担
を
減
ら
し
、
業
務

を
効
率
化
し
て
読
影
件
数
を
増
や
す
こ
と
が
と

て
も
重
要
で
あ
り
、
Ｐ
Ｓ
Ｐ
社
に
は
今
後
も
そ

の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
開
発
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

―
―
放
射
線
科
の
概
要
か
ら
、
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

　

放
射
線
科
は
、
診
断
部
門
と
治
療
部
門
に
分

か
れ
て
お
り
、
私
の
属
す
る
診
断
部
門
で
は
、

専
門
医
４
名
、
後
期
研
修
医
１
名
の
計
５
名
が
、

の
要
望
に
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
対
応
し
て
く
れ
る
は

ず
と
い
う
期
待
感
が
強
か
っ
た
で
す
ね
。

　

な
お
、
更
新
に
お
い
て
は
、
予
算
に
対
す
る

制
限
が
厳
し
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
諸
手
続
き

等
で
苦
労
し
ま
し
た
が
、
Ｐ
Ｓ
Ｐ
社
に
も
尽
力

し
て
も
ら
い
、
な
ん
と
か
更
新
に
こ
ぎ
つ
け
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

―
―
更
新
し
た
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
の
有
用
性
に
つ
い
て

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

シ
ス
テ
ム
更
新
に
際
し
て
、
当
時
の
Ｐ
Ｓ
Ｐ

社
の
シ
ス
テ
ム
に
は
な
か
っ
た
ビ
ュ
ー
ア
ー
上
で

の
自
動
位
置
合
わ
せ
機
能
を
、
シ
ス
テ
ム
稼
働

時
に
実
現
し
て
く
れ
た
こ
と
は
有
難
か
っ
た
で

す
ね
。

　

通
常
、
放
射
線
科
医
が
読
影
を
開
始
す
る
前

に
、
電
子
カ
ル
テ
上
の
患
者
情
報
や
検
査
依
頼

目
的
等
を
確
認
し
、
読
影
し
や
す
い
よ
う
に
画

像
を
配
置
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
画
像

を
見
や
す
い
位
置
に
配
列
し
、
読
影
す
る
ポ
イ
ン

ト
を
合
わ
せ
る
な
ど
の
作
業
は
、
読
影
医
に
と
っ

て
手
間
と
時
間
が
か
か
り
、
大
き
な
ス
ト
レ
ス
を

伴
う
も
の
で
す
。
し
か
し
、「EV

 Insite net

」

に
実
装
し
て
も
ら
っ
た
自
動
位
置
合
わ
せ
機
能

は
、
１
、２
回
、
ク
リ
ッ
ク
す
る
だ
け
で
こ
れ
ら

の
作
業
を
終
え
、
す
ぐ
に
読
影
業
務
を
始
め
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

特
に
、
Ｐ
Ｓ
Ｐ
の
自
動
位
置
合
わ
せ
機
能
は
、

従
前
シ
ス
テ
ム
の
機
能
よ
り
も
性
能
が
大
き
く

向
上
し
て
お
り
、
よ
り
一
層
業
務
の
効
率
化
が

図
れ
て
い
ま
す
。
読
影
医
の
ス
ト
レ
ス
軽
減
に

も
つ
な
が
り
、
結
果
、
１
日
の
読
影
件
数
も
増

独
立
行
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人 
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画
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消
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喀
血
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す
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管
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Ｉ
Ｖ

Ｒ
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管
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す
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科
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形
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０
０
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０
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Ａ
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Ｓ
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。
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検
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Ｐ
Ｓ
Ｐ
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製
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テ
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製
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Ａ
Ｃ
Ｓ
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き
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た
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同
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Ｃ
Ｓ
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。
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テ
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。
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。
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。
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。
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中
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検
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テ
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。
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、
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の
検
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数
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右
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の
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で
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の
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、
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の
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、
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の
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で
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に
勤
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く
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て
い
ま
す
の
で
、
少
な
い
人
数
で
も
働
き

や
す
い
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場
、“
辞
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た
い
”
と
思
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せ
な
い
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場
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り
が
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要
で
す
。
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は
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Ａ
Ｃ
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や
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テ
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Ｓ
Ｐ
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テ
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開
発
に
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ま
す
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放
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線
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概
要
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ら
、
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だ

さ
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。

　

放
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線
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、
診
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と
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に
分
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れ
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お
り
、
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の
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で
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、
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門
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後
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５
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が
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に
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デ
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に
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て
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れ
る
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と
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う
期
待
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が
強
か
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た
で
す
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。

　

な
お
、
更
新
に
お
い
て
は
、
予
算
に
対
す
る

制
限
が
厳
し
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
諸
手
続
き

等
で
苦
労
し
ま
し
た
が
、
Ｐ
Ｓ
Ｐ
社
に
も
尽
力

し
て
も
ら
い
、
な
ん
と
か
更
新
に
こ
ぎ
つ
け
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

―
―
更
新
し
た
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
の
有
用
性
に
つ
い
て

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

シ
ス
テ
ム
更
新
に
際
し
て
、
当
時
の
Ｐ
Ｓ
Ｐ

社
の
シ
ス
テ
ム
に
は
な
か
っ
た
ビ
ュ
ー
ア
ー
上
で

の
自
動
位
置
合
わ
せ
機
能
を
、
シ
ス
テ
ム
稼
働

時
に
実
現
し
て
く
れ
た
こ
と
は
有
難
か
っ
た
で

す
ね
。

　

通
常
、
放
射
線
科
医
が
読
影
を
開
始
す
る
前

に
、
電
子
カ
ル
テ
上
の
患
者
情
報
や
検
査
依
頼

目
的
等
を
確
認
し
、
読
影
し
や
す
い
よ
う
に
画

像
を
配
置
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
画
像

を
見
や
す
い
位
置
に
配
列
し
、
読
影
す
る
ポ
イ
ン

ト
を
合
わ
せ
る
な
ど
の
作
業
は
、
読
影
医
に
と
っ

て
手
間
と
時
間
が
か
か
り
、
大
き
な
ス
ト
レ
ス
を

伴
う
も
の
で
す
。
し
か
し
、「EV

 Insite net

」

に
実
装
し
て
も
ら
っ
た
自
動
位
置
合
わ
せ
機
能

は
、
１
、２
回
、
ク
リ
ッ
ク
す
る
だ
け
で
こ
れ
ら

の
作
業
を
終
え
、
す
ぐ
に
読
影
業
務
を
始
め
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

特
に
、
Ｐ
Ｓ
Ｐ
の
自
動
位
置
合
わ
せ
機
能
は
、

従
前
シ
ス
テ
ム
の
機
能
よ
り
も
性
能
が
大
き
く

向
上
し
て
お
り
、
よ
り
一
層
業
務
の
効
率
化
が

図
れ
て
い
ま
す
。
読
影
医
の
ス
ト
レ
ス
軽
減
に

も
つ
な
が
り
、
結
果
、
１
日
の
読
影
件
数
も
増

業
務
の
効
率
化
を
図
る
機
能
を
多
数
搭
載
し
、

“
辞
め
な
い
”
職
場
づ
く
り
に
貢
献

Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
「E

V Insite net

」
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C O V E R  S T O R Y

は
融
通
が
利
か
な
い
点
が
多
々
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
都
度
、
ベ
ン
ダ
に
要
望
を
提
出
す
る
の
で

す
が
、
や
は
り
外
資
系
故
の
課
題
が
あ
り
、
次

期
更
新
で
は
、
ぜ
ひ
、
日
本
の
ユ
ー
ザ
ー
の
声

を
大
切
に
す
る
国
内
ベ
ン
ダ
に
し
た
い
と
考
え
、

仕
様
書
に
も
“
国
内
に
開
発
拠
点
が
あ
っ
て
自

社
開
発
製
品
で
あ
る
”
こ
と
を
明
記
し
ま
し
た
」

　

そ
の
よ
う
な
中
、
候
補
に
挙
が
っ
た
の
が
Ｐ

Ｓ
Ｐ
社
で
あ
る
と
一
ノ
瀬
氏
は
話
す
。　

「
Ｐ
Ｓ
Ｐ
社
の
シ
ス
テ
ム
は
、
外
勤
先
の
医
療
機

関
で
使
用
経
験
が
あ
り
、
そ
の
頃
か
ら
使
い
や

す
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
Ｐ
Ｓ
Ｐ
社
の
シ
ス
テ

ム
は
、
こ
れ
ま
で
様
々
な
医
療
機
関
の
放
射
線

科
医
の
要
望
に
応
え
る
べ
く
開
発
さ
れ
て
き
た

機
能
が
豊
富
に
搭
載
さ
れ
て
お
り
、
非
常
に
洗

練
さ
れ
て
い
ま
す
。
ユ
ー
ザ
ー
の
声
に
真
摯
に

向
き
あ
っ
て
き
た
か
ら
こ
そ
の
結
果
で
あ
り
、

そ
の
企
業
姿
勢
に
は
好
感
を
持
っ
て
い
ま
す
」

　
一
ノ
瀬
氏
は
、
実
際
の
シ
ス
テ
ム
稼
働
に
際
し

て
、仕
様
書
に
様
々
な
要
望
を
書
き
加
え
、よ
り

効
率
的
な
読
影
環
境
を
実
現
す
る
た
め
の
シ
ス

テ
ム
構
築
を
Ｐ
Ｓ
Ｐ
社
と
共
に
進
め
た
と
話
す
。

「
導
入
の
半
年
前
か
ら
、
病
院
関
係
者
と
Ｐ
Ｓ
Ｐ

社
、
Ｈ
Ｉ
Ｓ
ベ
ン
ダ
、
Ｒ
Ｉ
Ｓ
ベ
ン
ダ
が
一
堂
に

会
し
、
全
体
会
議
を
１
ヵ
月
に
１
、２
回
、
シ
ス

テ
ム
毎
の
Ｗ
Ｇ
を
週
１
、２
回
の
ペ
ー
ス
で
開
催

し
ま
し
た
。
そ
の
席
で
は
、
実
現
し
た
い
事
項

　

災
害
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、
前
出
の
と
お
り
、

２
０
１
８
年
に
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
を
Ｐ
Ｓ
Ｐ
社
の
「EV

 
Insite net

」
に
更
新
し
た
。
同
シ
ス
テ
ム
導
入

に
際
し
、
仕
様
書
の
作
成
や
ベ
ン
ダ
選
定
等
に

深
く
関
与
し
た
放
射
線
診
断
科 

医
長
の
一
ノ
瀬

嘉
明
氏
は
、
シ
ス
テ
ム
更
新
の
経
緯
に
つ
い
て
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
従
前
の
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
は
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
安
定

性
が
優
れ
て
お
り
、
レ
ス
ポ
ン
ス
等
で
の
性
能

面
は
良
好
で
し
た
が
、
シ
ス
テ
ム
運
用
を
よ
り

効
率
化
す
る
た
め
の
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
に
関
し
て

に
関
す
る
問
題
点
の
洗
い
出
し
や
ベ
ン
ダ
間
の

連
携
・
役
割
分
担
な
ど
を
入
念
に
話
し
合
っ
て
、

シ
ス
テ
ム
構
築
を
実
施
し
た
の
で
す
。
当
時
の

Ｐ
Ｓ
Ｐ
社
担
当
営
業
を
は
じ
め
、
各
ベ
ン
ダ
担

当
者
の
尽
力
に
は
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

深
い
信
頼
関
係
を
築
け
ま
し
た
」

　

災
害
医
療
セ
ン
タ
ー
の
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
に
は
、
読

影
業
務
の
効
率
化
を
実
現
す
る
多
彩
な
機
能
が

実
装
さ
れ
て
い
る
。
自
動
位
置
合
わ
せ
機
能
は
、

従
来
の
「EV

 Insite net

」
に
は
搭
載
さ
れ
て

い
な
い
機
能
だ
っ
た
が
、
従
前
シ
ス
テ
ム
で
は
実

装
さ
れ
て
い
た
機
能
で
も
あ
る
の
で
、そ
の
開
発・

実
装
は
必
須
だ
っ
た
と
一
ノ
瀬
氏
は
話
す
。

「
自
動
位
置
合
わ
せ
機
能
に
よ
っ
て
読
影
開
始
時

の
ワ
ー
ク
フ
ロ
ー
が
ど
れ
ほ
ど
改
善
す
る
か
を

経
験
し
て
い
た
の
で
、
そ
の
開
発
と
実
装
は
必

須
条
件
で
し
た
。
ま
た
、
同
時
に
ユ
ー
ザ
ー
の

強
い
要
望
が
、
ベ
ン
ダ
の
開
発
現
場
に
ど
れ
ほ

ど
の
熱
量
と
し
て
伝
わ
る
か
を
見
て
み
た
い
と

い
う
気
持
ち
も
あ
り
ま
し
た
。

　

Ｐ
Ｓ
Ｐ
は
、そ
れ
に
見
事
応
え
て
く
れ
、開
発・

実
装
し
た
自
動
位
置
合
わ
せ
機
能
は
、
読
影
の

途
中
か
ら
他
の
検
査
画
像
や
Ｔ
ｈ
ｉ
ｎ
ス
ラ
イ
ス

デ
ー
タ
を
展
開
し
て
も
、
同
じ
断
面
位
置
で
展

開
す
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
従
来
シ
ス
テ
ム

を
上
回
る
性
能
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。
位
置
合

わ
せ
の
精
度
も
高
く
、
修
正
す
る
と
し
て
も
１
、

２
ス
ラ
イ
ス
程
度
で
済
み
、
業
務
の
効
率
化
に

大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
」

　

Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
ビ
ュ
ー
ア
ー
だ
け
で
な
く
、
レ
ポ
ー

ト
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
も
、
一
ノ
瀬
氏
の
考
え
が

反
映
さ
れ
、
多
様
な
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
が
施
さ
れ

て
い
る
。
シ
ス
テ
ム
の
効
率
が
良
い
こ
と
、
注
意

力
が
な
く
て
も
安
全
性
を
担
保
で
き
る
シ
ス
テ

ム
で
あ
る
こ
と
に
注
意
し
て
シ
ス
テ
ム
構
築
を

進
め
た
と
一
ノ
瀬
氏
は
話
す
。

「
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
ビ
ュ
ー
ア
ー
に
比
べ
、
レ
ポ
ー
ト
シ

ス
テ
ム
は
デ
ザ
イ
ン
、
使
い
勝
手
共
に
、
さ
ら
に

洗
練
す
べ
き
余
地
が
あ
っ
た
の
で
、“
レ
ポ
ー
ト

シ
ス
テ
ム
は
こ
う
あ
る
べ
き
”
と
い
う
シ
ス
テ
ム

構
成
を
自
分
で
設
計
す
る
つ
も
り
で
仕
様
書
を

作
成
し
ま
し
た
。

　

放
射
線
科
医
は
、
オ
フ
ィ
ス
ワ
ー
カ
ー
が
オ

フ
ィ
ス
系
ソ
フ
ト
を
使
用
す
る
の
と
同
等
か
、
そ

れ
以
上
に
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
ビ
ュ
ー
ア
ー
と
レ
ポ
ー
ト
シ

ス
テ
ム
の
画
面
に
日
夜
向
き
合
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
シ
ス
テ
ム
が
効
率
的
か
つ
安
全
に
運
用
で

き
る
こ
と
が
、
読
影
医
に
時
間
と
心
の
余
裕
を

産
む
と
同
時
に
、
潜
在
的
な
ミ
ス
や
疲
労
、
ス

ト
レ
ス
を
減
ら
し
、
診
療
に
優
し
さ
と
ク
オ
リ

テ
ィ
を
生
み
出
す
源
と
な
る
の
で
す
。

　

シ
ス
テ
ム
構
築
で
は
、
Ｕ
Ｉ
（
ユ
ー
ザ
ー
イ
ン

2005 年広島大学医学部
卒。福井県立病院にて初
期臨床研修後、2007 年京
都大学放射線診断科、日
本赤十字社和歌山医療セ
ンター放射線部を経て、
2010 年より国立病院機構
災害医療センター放射線
科に勤務。

■

国
立
病
院
機
構 

災
害
医
療
セ
ン
タ
ー 

放
射
線
診
断
科

絶
え
間
な
い
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
と
関
連
シ
ス
テ
ム
の
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
を
推
進
し
て

放
射
線
科
の
た
め
の
ト
ー
タ
ル・ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
進
化
を
目
指
す

機
能
以
外
に
も
、
読
影
の
業
務
を
支
援
す
る
多

彩
な
機
能
が
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
お
よ
び
レ
ポ
ー
ト
シ
ス

テ
ム
に
は
実
装
さ
れ
て
い
る
。

「
当
セ
ン
タ
ー
の
読
影
端
末
は
、
レ
ポ
ー
ト
と
Ｐ

Ａ
Ｃ
Ｓ
ビ
ュ
ー
ア
ー
を
別
端
末
と
す
る
こ
と
で
、

両
者
を
同
時
に
ア
ク
テ
ィ
ブ
ウ
イ
ン
ド
ウ
と
し
、

Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
ビ
ュ
ー
ア
ー
を
操
作
し
て
い
る
最
中
で

も
、
レ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
上
で
の
直
接
音
声
入

力
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
１
つ
の
マ
ウ
ス
ポ

イ
ン
タ
ー
が
行
き
来
し
、
キ
ー
ボ
ー
ド
や
ク
リ
ッ

プ
ボ
ー
ド
も
共
用
の
た
め
、
あ
た
か
も
１
台
の

Ｐ
Ｃ
の
よ
う
に
操
作
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

ま
た
、
読
影
端
末
に
備
え
た
他
社
３
Ｄ
ワ
ー

ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
、
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
サ
ー
バ
上
の

Ｔ
ｈ
ｉ
ｎ
ス
ラ
イ
ス
デ
ー
タ
を
、
サ
ー
バ
ー
間
転

送
を
経
ず
に
直
接
展
開
し
て
画
像
再
構
成
が
可

能
で
す
。
あ
た
か
も
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
ビ
ュ
ー
ア
ー
上
で

処
理
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
扱
う
こ
と
が
で
き
、

た
い
へ
ん
便
利
に
感
じ
て
い
ま
す
」

　

災
害
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｓ
、
Ｐ
Ａ
Ｃ

Ｓ
、
Ｒ
Ｉ
Ｓ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
別
ベ
ン
ダ
の
シ
ス
テ

ム
で
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
高
度
な

連
携
が
図
れ
て
い
る
と
一
ノ
瀬
氏
は
話
す
。

「
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
放
射
線
科
医
が
Ｃ
Ｔ
や
Ｍ

Ｒ
Ｉ
検
査
に
対
す
る
撮
影
プ
ロ
ト
コ
ル
の
指
示

出
し
で
あ
る
プ
レ
チ
ェ
ッ
ク
を
、
Ｒ
Ｉ
Ｓ
を
通
じ

て
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
Ｒ
Ｉ
Ｓ
と
レ
ポ
ー
ト

シ
ス
テ
ム
の
連
携
に
よ
り
、
画
像
到
着
通
知
や

画
像
再
構
成
の
追
加
依
頼
な
ど
を
、
院
内
電
話

を
使
わ
ず
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
診

療
放
射
線
技
師
の
業
務
を
止
め
る
こ
と
な
く
、

タ
ー
フ
ェ
ー
ス
）
と
Ｕ
Ｘ
（
ユ
ー
ザ
ー
エ
ク
ス
ペ

リ
エ
ン
ス
）
に
こ
だ
わ
り
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、
Ｕ
Ｉ
に
つ
い
て
は
、
文
字
で
読
ま

せ
る
必
要
が
あ
る
情
報
や
、
意
味
を
色
で
伝
え

れ
ば
よ
い
だ
け
の
情
報
な
ど
を
区
別
し
、
配
色
・

フ
ォ
ン
ト・レ
イ
ア
ウ
ト
を
工
夫
し
て
、ユ
ー
ザ
ー

の
注
意
力
が
低
下
し
て
い
て
も
安
全
性
を
担
保

で
き
る
シ
ス
テ
ム
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
モ
ダ
リ

テ
ィ
種
別
、
検
査
の
緊
急
度
や
読
影
ス
テ
ー
タ

ス
は
色
で
区
別
し
、
文
字
に
視
線
を
フ
ォ
ー
カ

ス
せ
ず
と
も
、
そ
れ
ら
の
情
報
を
判
別
・
認
識

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
自
動

位
置
合
わ
せ
機
能
や
読
影
優
先
度
機
能
な
ど
を

加
え
る
こ
と
で
読
影
医
の
Ｕ
Ｘ
を
高
め
る
こ
と

が
で
き
た
と
実
感
し
て
い
ま
す
」

　

森
本
医
長
も
高
く
評
価
す
る
読
影
優
先
度
表

示
機
能
の
開
発
に
は
、
検
査
オ
ー
ダ
ー
を
精
査

し
て
そ
の
内
容
を
反
映
す
る
な
ど
、
熟
考
を
重

ね
た
工
夫
が
施
さ
れ
て
い
る
。

「
読
影
優
先
度
表
示
機
能
の
導
入
に
当
た
っ
て

は
、
検
査
オ
ー
ダ
ー
の
マ
ス
タ
構
築
を
徹
底
的

に
見
直
し
、
依
頼
時
の
緊
急
度
や
依
頼
医
の
ニ
ー

ズ
を
踏
ま
え
て
、
オ
ー
ダ
ー
の
内
容
か
ら
読
影

優
先
度
を
シ
ス
テ
ム
が
判
定
で
き
る
よ
う
に
し

ま
し
た
。
現
在
、
そ
の
判
定
は
、
多
様
な
条
件

を
設
定
し
て
リ
ス
ト
化
し
て
い
ま
す
が
、
今
後

は
ル
ー
ル
で
決
め
る
の
で
は
な
く
、
Ａ
Ｉ
な
ど
、

機
械
学
習
で
決
め
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
構
築

し
た
い
と
考
え
て
お
り
、
Ｐ
Ｓ
Ｐ
社
に
も
協
力

し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

自
動
位
置
合
わ
せ
機
能
や
読
影
優
先
度
表
示

国
立
病
院
機
構 

災
害
医
療
セ
ン
タ
ー

放
射
線
診
断
科 

医
長

一ノ
瀬
嘉
明
氏
に
聞
く

一ノ瀬嘉明氏
（いちのせ・よしあき）

医
療
機
関
側
の
要
望
に
真
摯
に
応
え
て

自
動
位
置
合
わ
せ
機
能
を
開
発
・
実
装

Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
「E

V Insite net

」
①

災害医療センターの画像情報システム構成図。PACS、RIS、検像システム
のベンダが全て異なる “マルチベンダ” システムながら、高度な連携を維持し、
業務の効率化とスタッフの業務負荷の軽減を両立させている。

災害医療センター　画像情報システム構成図
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は
融
通
が
利
か
な
い
点
が
多
々
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
都
度
、
ベ
ン
ダ
に
要
望
を
提
出
す
る
の
で

す
が
、
や
は
り
外
資
系
故
の
課
題
が
あ
り
、
次

期
更
新
で
は
、
ぜ
ひ
、
日
本
の
ユ
ー
ザ
ー
の
声

を
大
切
に
す
る
国
内
ベ
ン
ダ
に
し
た
い
と
考
え
、

仕
様
書
に
も
“
国
内
に
開
発
拠
点
が
あ
っ
て
自

社
開
発
製
品
で
あ
る
”
こ
と
を
明
記
し
ま
し
た
」

　

そ
の
よ
う
な
中
、
候
補
に
挙
が
っ
た
の
が
Ｐ

Ｓ
Ｐ
社
で
あ
る
と
一
ノ
瀬
氏
は
話
す
。　

「
Ｐ
Ｓ
Ｐ
社
の
シ
ス
テ
ム
は
、
外
勤
先
の
医
療
機

関
で
使
用
経
験
が
あ
り
、
そ
の
頃
か
ら
使
い
や

す
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
Ｐ
Ｓ
Ｐ
社
の
シ
ス
テ

ム
は
、
こ
れ
ま
で
様
々
な
医
療
機
関
の
放
射
線

科
医
の
要
望
に
応
え
る
べ
く
開
発
さ
れ
て
き
た

機
能
が
豊
富
に
搭
載
さ
れ
て
お
り
、
非
常
に
洗

練
さ
れ
て
い
ま
す
。
ユ
ー
ザ
ー
の
声
に
真
摯
に

向
き
あ
っ
て
き
た
か
ら
こ
そ
の
結
果
で
あ
り
、

そ
の
企
業
姿
勢
に
は
好
感
を
持
っ
て
い
ま
す
」

　
一
ノ
瀬
氏
は
、
実
際
の
シ
ス
テ
ム
稼
働
に
際
し

て
、仕
様
書
に
様
々
な
要
望
を
書
き
加
え
、よ
り

効
率
的
な
読
影
環
境
を
実
現
す
る
た
め
の
シ
ス

テ
ム
構
築
を
Ｐ
Ｓ
Ｐ
社
と
共
に
進
め
た
と
話
す
。

「
導
入
の
半
年
前
か
ら
、
病
院
関
係
者
と
Ｐ
Ｓ
Ｐ

社
、
Ｈ
Ｉ
Ｓ
ベ
ン
ダ
、
Ｒ
Ｉ
Ｓ
ベ
ン
ダ
が
一
堂
に

会
し
、
全
体
会
議
を
１
ヵ
月
に
１
、２
回
、
シ
ス

テ
ム
毎
の
Ｗ
Ｇ
を
週
１
、２
回
の
ペ
ー
ス
で
開
催

し
ま
し
た
。
そ
の
席
で
は
、
実
現
し
た
い
事
項

　

災
害
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、
前
出
の
と
お
り
、

２
０
１
８
年
に
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
を
Ｐ
Ｓ
Ｐ
社
の
「EV

 
Insite net

」
に
更
新
し
た
。
同
シ
ス
テ
ム
導
入

に
際
し
、
仕
様
書
の
作
成
や
ベ
ン
ダ
選
定
等
に

深
く
関
与
し
た
放
射
線
診
断
科 

医
長
の
一
ノ
瀬

嘉
明
氏
は
、
シ
ス
テ
ム
更
新
の
経
緯
に
つ
い
て
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
従
前
の
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
は
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
安
定

性
が
優
れ
て
お
り
、
レ
ス
ポ
ン
ス
等
で
の
性
能

面
は
良
好
で
し
た
が
、
シ
ス
テ
ム
運
用
を
よ
り

効
率
化
す
る
た
め
の
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
に
関
し
て

に
関
す
る
問
題
点
の
洗
い
出
し
や
ベ
ン
ダ
間
の

連
携
・
役
割
分
担
な
ど
を
入
念
に
話
し
合
っ
て
、

シ
ス
テ
ム
構
築
を
実
施
し
た
の
で
す
。
当
時
の

Ｐ
Ｓ
Ｐ
社
担
当
営
業
を
は
じ
め
、
各
ベ
ン
ダ
担

当
者
の
尽
力
に
は
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

深
い
信
頼
関
係
を
築
け
ま
し
た
」

　

災
害
医
療
セ
ン
タ
ー
の
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
に
は
、
読

影
業
務
の
効
率
化
を
実
現
す
る
多
彩
な
機
能
が

実
装
さ
れ
て
い
る
。
自
動
位
置
合
わ
せ
機
能
は
、

従
来
の
「EV

 Insite net

」
に
は
搭
載
さ
れ
て

い
な
い
機
能
だ
っ
た
が
、
従
前
シ
ス
テ
ム
で
は
実

装
さ
れ
て
い
た
機
能
で
も
あ
る
の
で
、そ
の
開
発・

実
装
は
必
須
だ
っ
た
と
一
ノ
瀬
氏
は
話
す
。

「
自
動
位
置
合
わ
せ
機
能
に
よ
っ
て
読
影
開
始
時

の
ワ
ー
ク
フ
ロ
ー
が
ど
れ
ほ
ど
改
善
す
る
か
を

経
験
し
て
い
た
の
で
、
そ
の
開
発
と
実
装
は
必

須
条
件
で
し
た
。
ま
た
、
同
時
に
ユ
ー
ザ
ー
の

強
い
要
望
が
、
ベ
ン
ダ
の
開
発
現
場
に
ど
れ
ほ

ど
の
熱
量
と
し
て
伝
わ
る
か
を
見
て
み
た
い
と

い
う
気
持
ち
も
あ
り
ま
し
た
。

　

Ｐ
Ｓ
Ｐ
は
、そ
れ
に
見
事
応
え
て
く
れ
、開
発・

実
装
し
た
自
動
位
置
合
わ
せ
機
能
は
、
読
影
の

途
中
か
ら
他
の
検
査
画
像
や
Ｔ
ｈ
ｉ
ｎ
ス
ラ
イ
ス

デ
ー
タ
を
展
開
し
て
も
、
同
じ
断
面
位
置
で
展

開
す
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
従
来
シ
ス
テ
ム

を
上
回
る
性
能
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。
位
置
合

わ
せ
の
精
度
も
高
く
、
修
正
す
る
と
し
て
も
１
、

２
ス
ラ
イ
ス
程
度
で
済
み
、
業
務
の
効
率
化
に

大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
」

　

Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
ビ
ュ
ー
ア
ー
だ
け
で
な
く
、
レ
ポ
ー

ト
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
も
、
一
ノ
瀬
氏
の
考
え
が

反
映
さ
れ
、
多
様
な
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
が
施
さ
れ

て
い
る
。
シ
ス
テ
ム
の
効
率
が
良
い
こ
と
、
注
意

力
が
な
く
て
も
安
全
性
を
担
保
で
き
る
シ
ス
テ

ム
で
あ
る
こ
と
に
注
意
し
て
シ
ス
テ
ム
構
築
を

進
め
た
と
一
ノ
瀬
氏
は
話
す
。

「
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
ビ
ュ
ー
ア
ー
に
比
べ
、
レ
ポ
ー
ト
シ

ス
テ
ム
は
デ
ザ
イ
ン
、
使
い
勝
手
共
に
、
さ
ら
に

洗
練
す
べ
き
余
地
が
あ
っ
た
の
で
、“
レ
ポ
ー
ト

シ
ス
テ
ム
は
こ
う
あ
る
べ
き
”
と
い
う
シ
ス
テ
ム

構
成
を
自
分
で
設
計
す
る
つ
も
り
で
仕
様
書
を

作
成
し
ま
し
た
。

　

放
射
線
科
医
は
、
オ
フ
ィ
ス
ワ
ー
カ
ー
が
オ

フ
ィ
ス
系
ソ
フ
ト
を
使
用
す
る
の
と
同
等
か
、
そ

れ
以
上
に
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
ビ
ュ
ー
ア
ー
と
レ
ポ
ー
ト
シ

ス
テ
ム
の
画
面
に
日
夜
向
き
合
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
シ
ス
テ
ム
が
効
率
的
か
つ
安
全
に
運
用
で

き
る
こ
と
が
、
読
影
医
に
時
間
と
心
の
余
裕
を

産
む
と
同
時
に
、
潜
在
的
な
ミ
ス
や
疲
労
、
ス

ト
レ
ス
を
減
ら
し
、
診
療
に
優
し
さ
と
ク
オ
リ

テ
ィ
を
生
み
出
す
源
と
な
る
の
で
す
。

　

シ
ス
テ
ム
構
築
で
は
、
Ｕ
Ｉ
（
ユ
ー
ザ
ー
イ
ン

機
能
以
外
に
も
、
読
影
の
業
務
を
支
援
す
る
多

彩
な
機
能
が
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
お
よ
び
レ
ポ
ー
ト
シ
ス

テ
ム
に
は
実
装
さ
れ
て
い
る
。

「
当
セ
ン
タ
ー
の
読
影
端
末
は
、
レ
ポ
ー
ト
と
Ｐ

Ａ
Ｃ
Ｓ
ビ
ュ
ー
ア
ー
を
別
端
末
と
す
る
こ
と
で
、

両
者
を
同
時
に
ア
ク
テ
ィ
ブ
ウ
イ
ン
ド
ウ
と
し
、

Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
ビ
ュ
ー
ア
ー
を
操
作
し
て
い
る
最
中
で

も
、
レ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
上
で
の
直
接
音
声
入

力
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
１
つ
の
マ
ウ
ス
ポ

イ
ン
タ
ー
が
行
き
来
し
、
キ
ー
ボ
ー
ド
や
ク
リ
ッ

プ
ボ
ー
ド
も
共
用
の
た
め
、
あ
た
か
も
１
台
の

Ｐ
Ｃ
の
よ
う
に
操
作
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

ま
た
、
読
影
端
末
に
備
え
た
他
社
３
Ｄ
ワ
ー

ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
、
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
サ
ー
バ
上
の

Ｔ
ｈ
ｉ
ｎ
ス
ラ
イ
ス
デ
ー
タ
を
、
サ
ー
バ
ー
間
転

送
を
経
ず
に
直
接
展
開
し
て
画
像
再
構
成
が
可

能
で
す
。
あ
た
か
も
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
ビ
ュ
ー
ア
ー
上
で

処
理
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
扱
う
こ
と
が
で
き
、

た
い
へ
ん
便
利
に
感
じ
て
い
ま
す
」

　

災
害
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｓ
、
Ｐ
Ａ
Ｃ

Ｓ
、
Ｒ
Ｉ
Ｓ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
別
ベ
ン
ダ
の
シ
ス
テ

ム
で
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
高
度
な

連
携
が
図
れ
て
い
る
と
一
ノ
瀬
氏
は
話
す
。

「
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
放
射
線
科
医
が
Ｃ
Ｔ
や
Ｍ

Ｒ
Ｉ
検
査
に
対
す
る
撮
影
プ
ロ
ト
コ
ル
の
指
示

出
し
で
あ
る
プ
レ
チ
ェ
ッ
ク
を
、
Ｒ
Ｉ
Ｓ
を
通
じ

て
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
Ｒ
Ｉ
Ｓ
と
レ
ポ
ー
ト

シ
ス
テ
ム
の
連
携
に
よ
り
、
画
像
到
着
通
知
や

画
像
再
構
成
の
追
加
依
頼
な
ど
を
、
院
内
電
話

を
使
わ
ず
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
診

療
放
射
線
技
師
の
業
務
を
止
め
る
こ
と
な
く
、

タ
ー
フ
ェ
ー
ス
）
と
Ｕ
Ｘ
（
ユ
ー
ザ
ー
エ
ク
ス
ペ

リ
エ
ン
ス
）
に
こ
だ
わ
り
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、
Ｕ
Ｉ
に
つ
い
て
は
、
文
字
で
読
ま

せ
る
必
要
が
あ
る
情
報
や
、
意
味
を
色
で
伝
え

れ
ば
よ
い
だ
け
の
情
報
な
ど
を
区
別
し
、
配
色
・

フ
ォ
ン
ト・レ
イ
ア
ウ
ト
を
工
夫
し
て
、ユ
ー
ザ
ー

の
注
意
力
が
低
下
し
て
い
て
も
安
全
性
を
担
保

で
き
る
シ
ス
テ
ム
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
モ
ダ
リ

テ
ィ
種
別
、
検
査
の
緊
急
度
や
読
影
ス
テ
ー
タ

ス
は
色
で
区
別
し
、
文
字
に
視
線
を
フ
ォ
ー
カ

ス
せ
ず
と
も
、
そ
れ
ら
の
情
報
を
判
別
・
認
識

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
自
動

位
置
合
わ
せ
機
能
や
読
影
優
先
度
機
能
な
ど
を

加
え
る
こ
と
で
読
影
医
の
Ｕ
Ｘ
を
高
め
る
こ
と

が
で
き
た
と
実
感
し
て
い
ま
す
」

　

森
本
医
長
も
高
く
評
価
す
る
読
影
優
先
度
表

示
機
能
の
開
発
に
は
、
検
査
オ
ー
ダ
ー
を
精
査

し
て
そ
の
内
容
を
反
映
す
る
な
ど
、
熟
考
を
重

ね
た
工
夫
が
施
さ
れ
て
い
る
。

「
読
影
優
先
度
表
示
機
能
の
導
入
に
当
た
っ
て

は
、
検
査
オ
ー
ダ
ー
の
マ
ス
タ
構
築
を
徹
底
的

に
見
直
し
、
依
頼
時
の
緊
急
度
や
依
頼
医
の
ニ
ー

ズ
を
踏
ま
え
て
、
オ
ー
ダ
ー
の
内
容
か
ら
読
影

優
先
度
を
シ
ス
テ
ム
が
判
定
で
き
る
よ
う
に
し

ま
し
た
。
現
在
、
そ
の
判
定
は
、
多
様
な
条
件

を
設
定
し
て
リ
ス
ト
化
し
て
い
ま
す
が
、
今
後

は
ル
ー
ル
で
決
め
る
の
で
は
な
く
、
Ａ
Ｉ
な
ど
、

機
械
学
習
で
決
め
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
構
築

し
た
い
と
考
え
て
お
り
、
Ｐ
Ｓ
Ｐ
社
に
も
協
力

し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

自
動
位
置
合
わ
せ
機
能
や
読
影
優
先
度
表
示

読影端末で業務を行う一ノ瀬嘉明氏。PSP社と二人三脚で構築した
画像ビューアーには、色による表示を重視した多彩な機能を搭載。見
やすさと使い勝手に勝れた設計となっている。

Ｕ
Ｉ
・
Ｕ
Ｘ
に
こ
だ
わ
っ
た
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
で

シ
ス
テ
ム
の
効
率
性
と
安
全
性
を
担
保
す
る

Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
「E

V Insite net

」
②

読
影
優
先
度
表
示
機
能
を
始
め
、

読
影
業
務
を
支
援
す
る
機
能
を
多
数
搭
載

Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
「E

V Insite net

」
③

他
ベ
ン
ダ
シ
ス
テ
ム
と
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
の
連
携
で

プ
レ
チ
ェッ
ク
機
能
を
円
滑
運
用

Ｒ
Ｉ
Ｓ
と
の
連
携
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同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
前
出
の
と
お
り
２
０
１
８

年
４
月
に
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
を
更
新
し
て
い
る
が
、

２
０
２
０
年
12
月
に
は
画
像
サ
ー
バ
を
増
設
し

た
こ
と
を
加
賀
山
氏
は
次
の
よ
う
に
話
す
。

「
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
更
新
の
際
は
、
５
年
分
の
画
像
を
保

存
で
き
る
見
通
し
で
サ
ー
バ
を
構
築
し
ま
し
た

が
、
Ｃ
Ｔ
の
検
査
件
数
の
増
加
や
、
Ｔ
ｈ
ｉ
ｎ

ス
ラ
イ
ス
デ
ー
タ
も
含
め
て
保
存
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
サ
ー
バ
の
増
設
に
踏
み
切
り
ま
し
た
」

　

画
像
デ
ー
タ
の
管
理
業
務
を
担
当
し
て
い
る

副
診
療
放
射
線
技
師
長
の
田
村
正
樹
氏
は
、
Ｔ

ｈ
ｉ
ｎ
ス
ラ
イ
ス
デ
ー
タ
保
存
の
有
用
性
と
、

そ
れ
故
の
サ
ー
バ
増
設
の
必
要
性
を
強
調
す
る
。

「
私
は
診
療
放
射
線
技
師
と
し
て
、
画
像
デ
ー
タ

の
保
存
と
管
理
を
任
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
直
接

画
像
診
断
を
行
わ
な
い
診
療
放
射
線
技
師
は
、

医
師
が
診
断
し
た
画
像
デ
ー
タ
を
保
存
す
る
上

で
、
勝
手
に
取
捨
選
択
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
、
担
当
者
は
診
断
し
た
医
師
が
、
ど
の
画

像
を
、
ど
の
角
度
か
ら
読
影
し
て
診
断
を
下
し

た
の
か
を
確
認
し
、
当
該
デ
ー
タ
を
全
て
保
存

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
医
師
が
Ｔ
ｈ
ｉ
ｎ
ス
ラ

イ
ス
デ
ー
タ
で
読
影
し
た
画
像
で
診
断
を
し
た

の
で
あ
れ
ば
、
Ｔ
ｈ
ｉ
ｎ
ス
ラ
イ
ス
デ
ー
タ
を
保

存
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
も
し
、
Ｔ
ｈ
ｉ

ｎ
ス
ラ
イ
ス
デ
ー
タ
を
保
存
し
な
け
れ
ば
、
レ

ポ
ー
ト
に
記
し
た
所
見
の
証
拠
と
な
る
画
像

　

中
央
放
射
線
部
に
は
診
療
放
射
線
技
師
28
名

が
所
属
し
、
画
像
診
断
お
よ
び
放
射
線
治
療
に

関
す
る
各
種
業
務
を
遂
行
し
て
い
る
。
同
部
の

診
療
放
射
線
技
師
長
で
あ
る
加
賀
山
智
史
氏

は
、
そ
の
内
容
を
次
の
よ
う
に
話
す
。

「
中
央
放
射
線
部
に
は
治
療
と
診
断
の
垣
根
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
診
断
部
門
５
名
と
治
療
部
門

１
名
の
主
任
を
置
い
て
統
括
し
て
い
ま
す
。
午

前
2
名
、
午
後
3
名
の
診
療
放
射
線
技
師
が
放

射
線
治
療
部
門
を
担
当
し
、
放
射
線
治
療
お
よ

び
治
療
計
画
等
の
業
務
を
行
い
、
他
は
診
断
部

門
に
お
け
る
検
査
業
務
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
モ
ダ
リ
テ
ィ
の
検
査
件
数
は
、
Ｃ
Ｔ
が

年
間
約
２
万
３
０
０
０
件
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
が
年
間
約

７
０
０
０
件
で
す
。
単
純
Ｘ
線
検
査
や
核
医
学

検
査
等
を
含
め
る
と
、
年
間
10
万
件
を
超
え
る

検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
」

「画像データは病院にとっての貴重な
財産。膨大な画像データの保存のた
め、PACSサーバの増設は不可欠だっ
た」と話す診療放射線技師長の加賀
山智史氏。

の
で
、
誰
が
レ
ポ
ー
ト
を
開
い
た
か
が
判
る
シ
ス

テ
ム
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
一
定
期
間
開

か
れ
て
い
な
い
検
査
の
レ
ポ
ー
ト
を
、
ユ
ー
ザ
ー

別
、
診
療
科
別
に
一
覧
表
示
す
る
機
能
を
現
在

準
備
し
て
い
ま
す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
だ
け
で
未
読

が
減
ら
な
け
れ
ば
、
さ
ら
に
ア
ラ
ー
ト
を
発
す

る
機
能
が
必
要
に
な
る
で
し
ょ
う
。
ア
ラ
ー
ト

機
能
に
つ
い
て
は
、
診
療
科
毎
に
事
情
も
異
な

る
の
で
、
ど
の
程
度
の
間
隔
で
ア
ラ
ー
ト
表
示

を
す
る
の
か
等
、
考
え
て
い
き
た
い
で
す
」

　

今
後
の
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
一
ノ

瀬
氏
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

「
前
述
し
た
と
お
り
、
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
や
レ
ポ
ー
ト
シ

ス
テ
ム
は
放
射
線
科
医
に
と
っ
て
最
も
重
要
な

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
で
す
か
ら
、
今
後
は
タ
ス
ク
や

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
管
理
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ツ
ー
ル
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
、
放
射
線
科
が
行

う
業
務
を
ト
ー
タ
ル
で
支
え
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

を
目
指
し
て
一
緒
に
取
り
組
み
た
い
で
す
ね
」

連
絡
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
業
務
の
効

率
化
に
貢
献
し
て
い
ま
す
」

　

シ
ス
テ
ム
更
新
か
ら
２
年
半
が
経
過
し
た
が
、

一
ノ
瀬
氏
は
Ｐ
Ｓ
Ｐ
社
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。

「
シ
ス
テ
ム
稼
働
後
は
毎
月
、
Ｗ
Ｇ
を
開
催
し
て

い
て
、
シ
ス
テ
ム
へ
の
改
善
要
望
や
カ
ス
タ
マ
イ

ズ
の
検
証
等
を
行
っ
て
お
り
、
Ｐ
Ｓ
Ｐ
社
の
担

当
者
に
も
参
加
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

Ｐ
Ｓ
Ｐ
社
は
、
Ｗ
Ｇ
以
外
に
も
担
当
者
が
頻
繁

に
現
場
に
足
を
運
ん
で
く
れ
る
な
ど
、
頼
も
し

い
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
見
せ
て
く
れ
る
と
と
も
に
、

現
場
が
困
っ
て
い
る
こ
と
を
積
極
的
に
吸
収
し

よ
う
と
す
る
姿
勢
が
素
晴
ら
し
い
で
す
ね
。
稼

働
開
始
か
ら
２
年
半
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
Ｐ

Ａ
Ｃ
Ｓ
は
さ
ら
に
使
い
や
す
く
進
化
し
て
い
る

と
感
じ
て
い
ま
す
」

　

放
射
線
科
で
は
現
在
、
既
読
管
理
機
能
を
構

築
中
で
あ
る
と
一
ノ
瀬
氏
は
話
す
。

「
最
近
、
レ
ポ
ー
ト
の
既
読
管
理
が
社
会
問
題
化

し
て
お
り
、
当
セ
ン
タ
ー
で
も
解
決
す
べ
き
課

題
の
１
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｈ
Ｉ
Ｓ
側
の
改
修
が
必
要
な
仕
組
み
作
り
は

コ
ス
ト
が
掛
か
り
す
ぎ
る
の
で
、
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
お
よ

び
レ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
を
改
良
す
る
だ
け
で
実

現
可
能
な
仕
組
み
を
と
考
え
、
Ｐ
Ｓ
Ｐ
社
の
統

合
検
査
情
報
シ
ス
テ
ム
『Portal Space A

ce

（
Ｐ
Ｓ
Ａ
）』
と
連
携
さ
せ
る
仕
組
み
を
現
在
構

築
中
で
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
の
現
行
シ
ス
テ
ム
で
は
、
電
子
カ

ル
テ
か
ら
レ
ポ
ー
ト
を
閲
覧
す
る
際
に
『
Ｐ
Ｓ

Ａ
』
を
介
し
て
展
開
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る

２
０
２
１
年
に
既
読
管
理
機
能
を
追
加

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
機
能
強
化
を
目
指
す

Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
の
今
後

■

国
立
病
院
機
構 

災
害
医
療
セ
ン
タ
ー 

中
央
放
射
線
部

画
像
サ
ー
バ
の
増
設
で
Ｔ
ｈ
ｉｎ
ス
ラ
イ
ス
デ
ー
タ
の
完
全
保
存
を
実
現

新
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
で
検
査
業
務
の
効
率
化
と
労
働
負
荷
の
軽
減
を
図
る

国
立
病
院
機
構 

災
害
医
療
セ
ン
タ
ー 

診
療
放
射
線
技
師
長

加
賀
山
智
史
氏
に
聞
く

「
近
年
、
モ
ダ
リ
テ
ィ
の
更
新
が
行
わ
れ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
が
、昨
年
11
月
の
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

の
更
新
を
皮
切
り
に
、
一
気
に
そ
の
動
き
が
加

速
し
て
い
ま
す
。
２
０
２
１
年
度
は
、
３
台
あ

る
ア
ン
ギ
オ
装
置
中
、
２
台
を
更
新
す
る
予
定

で
す
し
、
２
台
あ
る
Ｍ
Ｒ
Ｉ
の
う
ち
、
１・５
テ

ス
ラ
装
置
も
更
新
す
る
予
定
で
、
モ
ダ
リ
テ
ィ

の
更
新
ラ
ッ
シ
ュ
が
続
き
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｃ
Ｔ
の
検
査
件
数
が
増
加
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
Ｃ
Ｔ
の
更
新
も
し
く
は
増
設
も
検

討
し
て
い
く
予
定
で
す
。
こ
の
１
、２
年
で
中
央

放
射
線
部
の
装
置
が
大
き
く
刷
新
さ
れ
る
こ
と

で
し
ょ
う
」

　

田
村
氏
は
、
モ
ダ
リ
テ
ィ
の
更
新
が
Ｐ
Ａ
Ｃ

Ｓ
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
と
考
え
て
い
る
。

「
新
し
い
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
は
ト
モ
シ
ン
セ
シ
ス

対
応
の
装
置
な
の
で
、
当
然
画
像
デ
ー
タ
の
容

量
は
増
え
る
で
し
ょ
う
し
、
Ｃ
Ｔ
を
増
設
す
る

こ
と
に
な
れ
ば
、
当
然
そ
の
分
画
像
デ
ー
タ
も

増
え
て
い
く
は
ず
で
す
。Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
の
画
像
サ
ー

バ
に
ま
た
大
き
な
負
荷
が
か
か
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
の
で
、
ど
の
よ
う
に
運
用
し
て
い
く
か
、

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

災
害
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、
各
シ
ス
テ
ム
の
更

新
タ
イ
ミ
ン
グ
と
予
算
問
題
、
ま
た
ベ
ン
ダ
ご
と

の
長
所
を
引
き
出
す
シ
ス
テ
ム
選
定
に
よ
り
、
Ｐ

Ａ
Ｃ
Ｓ
＆
レ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
、
Ｒ
Ｉ
Ｓ
、
検
像

シ
ス
テ
ム
が
異
な
る
“
マ
ル
チ
ベ
ン
ダ
”
に
よ
る

放
射
線
部
門
シ
ス
テ
ム
が
稼
働
し
て
い
る
。
シ
ス

テ
ム
の
連
携
に
つ
い
て
、
田
村
氏
は
つ
ぎ
の
よ

う
に
話
す
。

「
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
放
射
線
科
医
が
Ｃ
Ｔ
や
Ｍ

Ｒ
Ｉ
検
査
に
関
す
る
撮
影
プ
ロ
ト
コ
ル
の
指
示

を
出
し
て
い
ま
す
。
指
示
は
Ｒ
Ｉ
Ｓ
を
通
じ
て

行
わ
れ
ま
す
が
、
画
像
送
信
確
認
や
画
像
送
信

の
通
知
等
は
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
や
レ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム

で
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
両
シ
ス
テ
ム
の
連
携
は

不
可
欠
で
す
。
Ｒ
Ｉ
Ｓ
ベ
ン
ダ
と
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
ベ

ン
ダ
が
、
双
方
と
も
精
力
的
に
シ
ス
テ
ム
連
携

に
取
り
組
ん
で
も
ら
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
導
入

前
に
比
べ
各
モ
ダ
リ
テ
ィ
で
の
画
像
確
認
業
務

は
大
幅
に
緩
和
さ
れ
ま
し
た
」

　

検
像
シ
ス
テ
ム
と
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
の
ベ
ン
ダ
が
異

な
る
点
に
つ
い
て
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
検
像
シ
ス
テ
ム
と
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
の
ベ
ン
ダ
が
同
一

で
あ
っ
た
方
が
、
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
親
和
性

に
お
い
て
確
か
に
メ
リ
ッ
ト
は
大
き
い
の
で

し
ょ
う
が
、
現
在
は
両
シ
ス
テ
ム
ベ
ン
ダ
の
努

力
の
甲
斐
あ
っ
て
、
運
用
に
大
き
な
支
障
は
あ

り
ま
せ
ん
。
さ
ら
な
る
連
携
の
強
化
を
目
指
し
、

こ
れ
ら
３
つ
の
シ
ス
テ
ム
を
ど
の
よ
う
に
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
し
、
統
合
運
用
し
て
い
く
か
は
、
今

後
の
課
題
で
す
ね
」

　

加
賀
山
氏
、
田
村
氏
と
も
、
画
像
情
報
シ
ス

Ｔ
ｈ
ｉｎ
ス
ラ
イ
ス
デ
ー
タ
保
存
前
提
に

２
０
２
４
年
迄
の
サ
ー
バ
の
容
量
を
確
保

Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
サ
ー
バ
の
増
設

災害医療センター放射線科の画像ビューアー画面。重要項目のフォントを大きくした
り、モダリティや検査日時、読影の優先順位等が色分けされるなど、視覚的に見易
い表示となっている。
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同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
前
出
の
と
お
り
２
０
１
８

年
４
月
に
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
を
更
新
し
て
い
る
が
、

２
０
２
０
年
12
月
に
は
画
像
サ
ー
バ
を
増
設
し

た
こ
と
を
加
賀
山
氏
は
次
の
よ
う
に
話
す
。

「
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
更
新
の
際
は
、
５
年
分
の
画
像
を
保

存
で
き
る
見
通
し
で
サ
ー
バ
を
構
築
し
ま
し
た

が
、
Ｃ
Ｔ
の
検
査
件
数
の
増
加
や
、
Ｔ
ｈ
ｉ
ｎ

ス
ラ
イ
ス
デ
ー
タ
も
含
め
て
保
存
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
サ
ー
バ
の
増
設
に
踏
み
切
り
ま
し
た
」

　

画
像
デ
ー
タ
の
管
理
業
務
を
担
当
し
て
い
る

副
診
療
放
射
線
技
師
長
の
田
村
正
樹
氏
は
、
Ｔ

ｈ
ｉ
ｎ
ス
ラ
イ
ス
デ
ー
タ
保
存
の
有
用
性
と
、

そ
れ
故
の
サ
ー
バ
増
設
の
必
要
性
を
強
調
す
る
。

「
私
は
診
療
放
射
線
技
師
と
し
て
、
画
像
デ
ー
タ

の
保
存
と
管
理
を
任
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
直
接

画
像
診
断
を
行
わ
な
い
診
療
放
射
線
技
師
は
、

医
師
が
診
断
し
た
画
像
デ
ー
タ
を
保
存
す
る
上

で
、
勝
手
に
取
捨
選
択
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
、
担
当
者
は
診
断
し
た
医
師
が
、
ど
の
画

像
を
、
ど
の
角
度
か
ら
読
影
し
て
診
断
を
下
し

た
の
か
を
確
認
し
、
当
該
デ
ー
タ
を
全
て
保
存

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
医
師
が
Ｔ
ｈ
ｉ
ｎ
ス
ラ

イ
ス
デ
ー
タ
で
読
影
し
た
画
像
で
診
断
を
し
た

の
で
あ
れ
ば
、
Ｔ
ｈ
ｉ
ｎ
ス
ラ
イ
ス
デ
ー
タ
を
保

存
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
も
し
、
Ｔ
ｈ
ｉ

ｎ
ス
ラ
イ
ス
デ
ー
タ
を
保
存
し
な
け
れ
ば
、
レ

ポ
ー
ト
に
記
し
た
所
見
の
証
拠
と
な
る
画
像

　

中
央
放
射
線
部
に
は
診
療
放
射
線
技
師
28
名

が
所
属
し
、
画
像
診
断
お
よ
び
放
射
線
治
療
に

関
す
る
各
種
業
務
を
遂
行
し
て
い
る
。
同
部
の

診
療
放
射
線
技
師
長
で
あ
る
加
賀
山
智
史
氏

は
、
そ
の
内
容
を
次
の
よ
う
に
話
す
。

「
中
央
放
射
線
部
に
は
治
療
と
診
断
の
垣
根
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
診
断
部
門
５
名
と
治
療
部
門

１
名
の
主
任
を
置
い
て
統
括
し
て
い
ま
す
。
午

前
2
名
、
午
後
3
名
の
診
療
放
射
線
技
師
が
放

射
線
治
療
部
門
を
担
当
し
、
放
射
線
治
療
お
よ

び
治
療
計
画
等
の
業
務
を
行
い
、
他
は
診
断
部

門
に
お
け
る
検
査
業
務
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
モ
ダ
リ
テ
ィ
の
検
査
件
数
は
、
Ｃ
Ｔ
が

年
間
約
２
万
３
０
０
０
件
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
が
年
間
約

７
０
０
０
件
で
す
。
単
純
Ｘ
線
検
査
や
核
医
学

検
査
等
を
含
め
る
と
、
年
間
10
万
件
を
超
え
る

検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
」

「PACS、RIS、検像システムの
ベンダはそれぞれ異なるが、互
いにしっかり連携が取れている
ので、業務上の不便さはあまり
ない」と話す副診療放射線技
師長の田村正樹氏。

国立病院機構　災害医療センター

所在地：東京都立川市緑町3256番地
病床数：455床
院　長：土井庄三郎

の
で
、
誰
が
レ
ポ
ー
ト
を
開
い
た
か
が
判
る
シ
ス

テ
ム
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
一
定
期
間
開

か
れ
て
い
な
い
検
査
の
レ
ポ
ー
ト
を
、
ユ
ー
ザ
ー

別
、
診
療
科
別
に
一
覧
表
示
す
る
機
能
を
現
在

準
備
し
て
い
ま
す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
だ
け
で
未
読

が
減
ら
な
け
れ
ば
、
さ
ら
に
ア
ラ
ー
ト
を
発
す

る
機
能
が
必
要
に
な
る
で
し
ょ
う
。
ア
ラ
ー
ト

機
能
に
つ
い
て
は
、
診
療
科
毎
に
事
情
も
異
な

る
の
で
、
ど
の
程
度
の
間
隔
で
ア
ラ
ー
ト
表
示

を
す
る
の
か
等
、
考
え
て
い
き
た
い
で
す
」

　

今
後
の
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
一
ノ

瀬
氏
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

「
前
述
し
た
と
お
り
、
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
や
レ
ポ
ー
ト
シ

ス
テ
ム
は
放
射
線
科
医
に
と
っ
て
最
も
重
要
な

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
で
す
か
ら
、
今
後
は
タ
ス
ク
や

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
管
理
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ツ
ー
ル
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
、
放
射
線
科
が
行

う
業
務
を
ト
ー
タ
ル
で
支
え
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

を
目
指
し
て
一
緒
に
取
り
組
み
た
い
で
す
ね
」

連
絡
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
業
務
の
効

率
化
に
貢
献
し
て
い
ま
す
」

　

シ
ス
テ
ム
更
新
か
ら
２
年
半
が
経
過
し
た
が
、

一
ノ
瀬
氏
は
Ｐ
Ｓ
Ｐ
社
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。

「
シ
ス
テ
ム
稼
働
後
は
毎
月
、
Ｗ
Ｇ
を
開
催
し
て

い
て
、
シ
ス
テ
ム
へ
の
改
善
要
望
や
カ
ス
タ
マ
イ

ズ
の
検
証
等
を
行
っ
て
お
り
、
Ｐ
Ｓ
Ｐ
社
の
担

当
者
に
も
参
加
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

Ｐ
Ｓ
Ｐ
社
は
、
Ｗ
Ｇ
以
外
に
も
担
当
者
が
頻
繁

に
現
場
に
足
を
運
ん
で
く
れ
る
な
ど
、
頼
も
し

い
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
見
せ
て
く
れ
る
と
と
も
に
、

現
場
が
困
っ
て
い
る
こ
と
を
積
極
的
に
吸
収
し

よ
う
と
す
る
姿
勢
が
素
晴
ら
し
い
で
す
ね
。
稼

働
開
始
か
ら
２
年
半
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
Ｐ

Ａ
Ｃ
Ｓ
は
さ
ら
に
使
い
や
す
く
進
化
し
て
い
る

と
感
じ
て
い
ま
す
」

　

放
射
線
科
で
は
現
在
、
既
読
管
理
機
能
を
構

築
中
で
あ
る
と
一
ノ
瀬
氏
は
話
す
。

「
最
近
、
レ
ポ
ー
ト
の
既
読
管
理
が
社
会
問
題
化

し
て
お
り
、
当
セ
ン
タ
ー
で
も
解
決
す
べ
き
課

題
の
１
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｈ
Ｉ
Ｓ
側
の
改
修
が
必
要
な
仕
組
み
作
り
は

コ
ス
ト
が
掛
か
り
す
ぎ
る
の
で
、
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
お
よ

び
レ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
を
改
良
す
る
だ
け
で
実

現
可
能
な
仕
組
み
を
と
考
え
、
Ｐ
Ｓ
Ｐ
社
の
統

合
検
査
情
報
シ
ス
テ
ム
『Portal Space A

ce

（
Ｐ
Ｓ
Ａ
）』
と
連
携
さ
せ
る
仕
組
み
を
現
在
構

築
中
で
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
の
現
行
シ
ス
テ
ム
で
は
、
電
子
カ

ル
テ
か
ら
レ
ポ
ー
ト
を
閲
覧
す
る
際
に
『
Ｐ
Ｓ

Ａ
』
を
介
し
て
展
開
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る

　同センターは1995年、国立立川病
院と国立王子病院の統合によって発
足。2005年より広域災害時に専門的
な医療を提供するための「災害医療セ
ンター」となった。
　同センターは、災害医療に対する備
えだけでなく、人口約65万人を数え
る北多摩西部二次医療圏で唯一の三
次救急医療機関として、救命救急医
療に注力。また、同医療圏唯一の地
域がん診療連携拠点病院でもあるこ
とから、質の高いがん診療の提供と連
携体制を整備。地域の中核医療機関
としての役割も担っている。

PACS、RISを活用して、画像管理業務を実施する田村正樹氏。「PSP
社は24 時間体制でシステム運用のサポートをしてくれるので、助かりま
す」と同社の対応を評価している。

「
近
年
、
モ
ダ
リ
テ
ィ
の
更
新
が
行
わ
れ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
が
、昨
年
11
月
の
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

の
更
新
を
皮
切
り
に
、
一
気
に
そ
の
動
き
が
加

速
し
て
い
ま
す
。
２
０
２
１
年
度
は
、
３
台
あ

る
ア
ン
ギ
オ
装
置
中
、
２
台
を
更
新
す
る
予
定

で
す
し
、
２
台
あ
る
Ｍ
Ｒ
Ｉ
の
う
ち
、
１・５
テ

ス
ラ
装
置
も
更
新
す
る
予
定
で
、
モ
ダ
リ
テ
ィ

の
更
新
ラ
ッ
シ
ュ
が
続
き
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｃ
Ｔ
の
検
査
件
数
が
増
加
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
Ｃ
Ｔ
の
更
新
も
し
く
は
増
設
も
検

討
し
て
い
く
予
定
で
す
。
こ
の
１
、２
年
で
中
央

放
射
線
部
の
装
置
が
大
き
く
刷
新
さ
れ
る
こ
と

で
し
ょ
う
」

　

田
村
氏
は
、
モ
ダ
リ
テ
ィ
の
更
新
が
Ｐ
Ａ
Ｃ

Ｓ
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
と
考
え
て
い
る
。

「
新
し
い
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
は
ト
モ
シ
ン
セ
シ
ス

対
応
の
装
置
な
の
で
、
当
然
画
像
デ
ー
タ
の
容

量
は
増
え
る
で
し
ょ
う
し
、
Ｃ
Ｔ
を
増
設
す
る

こ
と
に
な
れ
ば
、
当
然
そ
の
分
画
像
デ
ー
タ
も

増
え
て
い
く
は
ず
で
す
。Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
の
画
像
サ
ー

バ
に
ま
た
大
き
な
負
荷
が
か
か
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
の
で
、
ど
の
よ
う
に
運
用
し
て
い
く
か
、

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

テ
ム
の
中
核
で
あ
る
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
の
ベ
ン
ダ
で
あ

る
Ｐ
Ｓ
Ｐ
社
の
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
は
高
く
評

価
し
て
い
る
。

「
Ｐ
Ｓ
Ｐ
社
は
画
像
の
管
理
へ
の
対
応
な
ど
、
24

時
間
体
制
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
他
病
院
か
ら
取
り
込
ん
だ
画
像
デ
ー

タ
の
Ｄ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
の
タ
グ
情
報
に
関
す
る
ト
ラ

ブ
ル
も
電
話
一
本
で
対
応
し
て
も
ら
え
ま
す
し
、

ト
ラ
ブ
ル
対
応
へ
の
レ
ス
ポ
ン
ス
が
良
い
の
で

大
変
助
か
っ
て
い
ま
す
」

　

今
後
の
中
央
放
射
線
部
の
展
望
に
つ
い
て
、

加
賀
山
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

　

災
害
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、
各
シ
ス
テ
ム
の
更

新
タ
イ
ミ
ン
グ
と
予
算
問
題
、
ま
た
ベ
ン
ダ
ご
と

の
長
所
を
引
き
出
す
シ
ス
テ
ム
選
定
に
よ
り
、
Ｐ

Ａ
Ｃ
Ｓ
＆
レ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
、
Ｒ
Ｉ
Ｓ
、
検
像

シ
ス
テ
ム
が
異
な
る
“
マ
ル
チ
ベ
ン
ダ
”
に
よ
る

放
射
線
部
門
シ
ス
テ
ム
が
稼
働
し
て
い
る
。
シ
ス

テ
ム
の
連
携
に
つ
い
て
、
田
村
氏
は
つ
ぎ
の
よ

う
に
話
す
。

「
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
放
射
線
科
医
が
Ｃ
Ｔ
や
Ｍ

Ｒ
Ｉ
検
査
に
関
す
る
撮
影
プ
ロ
ト
コ
ル
の
指
示

を
出
し
て
い
ま
す
。
指
示
は
Ｒ
Ｉ
Ｓ
を
通
じ
て

行
わ
れ
ま
す
が
、
画
像
送
信
確
認
や
画
像
送
信

の
通
知
等
は
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
や
レ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム

で
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
両
シ
ス
テ
ム
の
連
携
は

不
可
欠
で
す
。
Ｒ
Ｉ
Ｓ
ベ
ン
ダ
と
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
ベ

ン
ダ
が
、
双
方
と
も
精
力
的
に
シ
ス
テ
ム
連
携

に
取
り
組
ん
で
も
ら
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
導
入

前
に
比
べ
各
モ
ダ
リ
テ
ィ
で
の
画
像
確
認
業
務

は
大
幅
に
緩
和
さ
れ
ま
し
た
」

　

検
像
シ
ス
テ
ム
と
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
の
ベ
ン
ダ
が
異

な
る
点
に
つ
い
て
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
検
像
シ
ス
テ
ム
と
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
の
ベ
ン
ダ
が
同
一

で
あ
っ
た
方
が
、
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
親
和
性

に
お
い
て
確
か
に
メ
リ
ッ
ト
は
大
き
い
の
で

し
ょ
う
が
、
現
在
は
両
シ
ス
テ
ム
ベ
ン
ダ
の
努

力
の
甲
斐
あ
っ
て
、
運
用
に
大
き
な
支
障
は
あ

り
ま
せ
ん
。
さ
ら
な
る
連
携
の
強
化
を
目
指
し
、

こ
れ
ら
３
つ
の
シ
ス
テ
ム
を
ど
の
よ
う
に
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
し
、
統
合
運
用
し
て
い
く
か
は
、
今

後
の
課
題
で
す
ね
」

　

加
賀
山
氏
、
田
村
氏
と
も
、
画
像
情
報
シ
ス

デ
ー
タ
が
な
く
な
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

　

な
お
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
こ
数
年
で
Ｔ
ｈ

ｉ
ｎ
ス
ラ
イ
ス
デ
ー
タ
で
読
影
す
る
の
が
一
般
的

に
な
っ
て
き
て
お
り
、
ま
た
、
そ
れ
を
保
存
す
る

の
が
当
然
の
よ
う
に
な
っ
て
き
た
結
果
、
保
存
す

る
デ
ー
タ
量
は
膨
大
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
」

　

加
賀
山
氏
も
、
膨
大
な
画
像
デ
ー
タ
の
発
生

は
悩
ま
し
い
と
語
り
つ
つ
、
そ
の
保
存
は
必
要

不
可
欠
で
あ
る
と
も
話
す
。

「
画
像
デ
ー
タ
は
病
院
に
と
っ
て
財
産
で
す
し
、

診
療
情
報
と
し
て
も
大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め

ま
す
。
ま
た
、
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
は
、
放
射

線
を
用
い
て
得
ら
れ
た
貴
重
な
画
像
情
報
で
す

か
ら
、
そ
の
一
部
た
り
と
も
無
に
す
る
の
は
適

当
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
回
の
サ
ー
バ
増
設
で
は
、
Ｔ
ｈ
ｉ
ｎ
ス
ラ

イ
ス
デ
ー
タ
の
保
存
を
前
提
と
し
、
検
査
件
数

増
加
を
見
込
ん
で
２
０
２
４
年
ま
で
担
保
で
き

る
よ
う
に
容
量
を
増
設
し
て
い
ま
す
」

マ
ル
チ
ベ
ン
ダ
の
放
射
線
関
連
シ
ス
テ
ム
を

高
度
な
連
携
で
ス
ト
レ
ス
な
く
運
用

Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
＆
Ｒ
Ｉ
Ｓ
＆
検
像
シ
ス
テ
ム

モ
ダ
リ
テ
ィ
の
更
新
ラ
ッ
シ
ュ
を
迎
え

増
設
し
た
ば
か
り
の
サ
ー
バ
管
理
が
課
題

中
央
放
射
線
部
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